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本圧縮機は一般産業用に限りご使用ください。
呼吸器系の機器など、生命に係る用途には使用
できません。

重要事項

エアードライヤ不付型 エアードライヤ内蔵型

エアードライヤ搭載型

この「取扱説明書」を読み、大切に保存してください。
2012・12

このたびは明治のパッケージオイルフリーコンプレッサをお買い上
げいただき、まことにありがとうございました。
ご使用になる前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、そ
の内容に沿って正しくご使用ください。

圧力単位について
本取扱説明書の圧力単位は「MPa（メガパスカル）」表示です。
従来単位「kgf/cm²」との換算は下表の通りです。

（換算率は 1MPa＝10.197kgf/cm²です。）

取扱説明書
小型空気圧縮機

なお、この「取扱説明書」は、エアードライヤ内蔵・搭載型パッケージ
オイルフリーコンプレッサを併記しています。
また、本書ではＡＰＦＭ-75Ｂ、ＤＰＦＭ-75Ｂを代表例として編集しており
ますので、あらかじめご了承ください。

明治パッケージオイルフリーコンプレッサ
型　式：
　 　
　 　
　 　
　 　
　 　

    APFM-110B 5
    APFM-110B 6

APFM-55B 5　　     DPFM-55B 5
APFM-55B 6　     　DPFM-55B 6
APFM-75B 5　　     DPFM-75B 5
APFM-75B 6　　     DPFM-75B 6

    DPFM-110B 5
    DPFM-110B 6

0.69 0.70 0.78 0.83 0.85 0.93
7.0 7.1 8.0 8.5 8.7 9.5kgf/cm²
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安全上のご注意

お　願　い

パッケージオイルフリーコンプレッサの使い方を誤ると発火事故・感電事故などを起こす場合があります。
据え付け・運転・保守点検の前に必ずこの取扱説明書をよくお読みいただき、その内容に沿って正しく使用してく
ださい。機器の知識・安全の情報・そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。警告・注意の
表示は危険かつ重要な情報を強調してあります。

これら安全上の注意は、本製品の安全に関して、より重要な面を補う提案です。お客さまは、機器・施設の安全な
運転および保守のために各種規格・基準に従って安全施策を確立してください。当社は、お客さまがこれらの安全
上の注意を無視した結果の責任は負いかねます。

警告・注意の表示について
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。警告

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。

重　　傷： 、のもる残が症遺後でどな毒中・折骨・電感・）温低・温高（どけや・がけ・明失 　　
および治療に入院・長期の通院を要するものを指します。

傷　　害：　　治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電などを指します。
物的損害：　　財産の破損および機器の損傷にかかわる拡大損害を指します。

禁止

この記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容が描かれています。

○ 本製品は圧縮空気を製造する装置です。一般産業用に限ってご使用ください。
　 また、圧縮空気の取り扱いに関しましては危険を伴いますので、専門の知識を習得したうえでご使用ください。

故事るす因起にられこびよお、害災身人・障故の械機たし生発、果結たっなに用使ごにずせ得習を識知の門専  　
については、当社は一切の責任を負いません。

○ 本製品は屋内でご使用ください。
○  この取扱説明書は、運転および保守点検を担当される取り扱い者の手近な所に保管しておいてください。なお、
製品の保証については、P.31 を参照してください。

○  この取扱説明書・注意銘板の内容をよく読み、据え付け・運転・保守点検の実施および安全の情報や注意事項・
操作・取り扱い方法などの指示に従い、正しくご使用ください。

障故、い行を検点守保いし正、たま。いさだく用使ごてっ守を囲範用使るあてし載記に書明説扱取のこ、に常  ○
を未然に防止するようお願いします。

いなわ行をどな造改や用使の品部換交の外以品部正純冶明、い扱り取・作操いないてし載記に書明説扱取のこ  ○
でください。機械の故障・人身災害の原因になることがあります。これらに起因する事故については、当社は
一切の責任を負いません。

明冶指定サのり寄最はたま先入購らたしまいざごが点な確明不・点問疑・容内いなきで解理で書明説扱取のこ  ○
ビス店（別紙参照）にお問い合わせください。

○ この取扱説明書に記載している内容については、機器の改良などのため将来予告なしに変更することがあります。
○ 運転不能・故障などが発生した場合は、すみやかに次のことを最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。
　・機種 ・型式 ・製造番号など
　・異常内容（異常発生前後の状態を含め、できるだけ詳細にご連絡ください。）

者業理処物棄廃業産の門専ず必、し拠準に」律法るす関に掃清びよお理処の物棄廃「、はきとるす棄廃を品製本  ○
に委託処理する必要があります。また本製品はエアードライヤの冷媒にフロンが使用されているため、本製品
の廃棄の際には登録されたフロン回収業者に冷媒回収をご依頼ください。

廃棄を品部脂樹素ッフ。すまいてれま含が）グンリドイガ・グンリントスピ（品部脂樹素ッフはに体本機縮圧  ○
する場合は、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に従って処理を行い、絶対に焼却処理をしないでくださ
い。（熱分解すると有毒ガスが発生します。）

○ この製品は日本国内用として製造していますので、海外では使用しないでください。
○ この取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載したり、複写しないでください。
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注意
。いさだくてし用使で囲範の）℃04～5は型載搭・蔵内ヤイラドーアエ（℃04～２で中転運機縮圧は度温囲周 ○

吸込み空気は 40℃以下になるようにし、パッケージオイルフリーコンプレッサの冷却に支障のないように設置
スペースを十分取りお使いください。（軸受寿命低下・焼き付き・破損の原因となります。）

）。すまりあがれ恐のどな下落品部の時スンナテンメや下落の品製（。いさだくでいなわ行は置設のへ所高 ○
使ごを）上以℃001熱耐、上以aPM1：力圧用使（スーホムゴるす有を性熱耐・圧耐ず必は続接のと管配場工 ○

用ください。鋼管による直接配管や不適切なゴムホース、フレキシブルチューブは使用しないでください。ゴム
ホースは、経年変化で劣化します。定期的な点検・交換を実施してください。

）。すまりなと因原の損破の部手継、裂亀のブーュチ・スーホ、損破の部接溶（   
てし用使で数波周の定規ず必、し認確をとこるあで）zH06/05（V022・002/002相三、圧電定規が源電元 ○

ください。また、発電機は使用しないでください。配線作業は電気工事の資格を持った人が行ってください。
）。すまりなと因原のどな損焼機動電・良不動起（   

○空気出口に重量物（フィルタなど）を直接取り付けないでください。（配管の破損の原因となります。）

警告
次の条件での設置、ご使用は大変危険ですので絶対に避けてください。

警告
絶はに縮圧スガの外以気空。すでみの気空はスガるきで送圧、縮圧入吸でコンプレッサーリフルイオジーケッパ ○

対に使用しないでください。（火災・破損などの原因となります。）
くでいなし用使接直はに途用るわかかに持維命生や源ーアエ用器吸呼はーコンプレッサリフルイオジーケッパ ○ 

ださい。（本機器が破損・故障した場合、重大事故に繋がる恐れがあります。また、吐出空気には吸込空気など
に含まれる油分、ドレン、摩耗粉、および吸込み空気中のじん挨などが含まれます。保護装置の作動などにより、
圧縮機が停止する場合があります。）

れそや機備予、え備に障故や合場たし止停が機縮圧りよにどな動作の置装護保、は合場るれさ用使ごに備設要重 ○
に替わる装置を用意願います。

安全上のご注意（続き）
特に安全上注意していただきたい内容について記載します。この他にも注意していただきたい項目が本文中
に記載してありますので順守願います。

据え付けするとき

禁止
禁止

禁止
禁止

だくでいなし用使はで所場るかかの分水のどな気蒸や雨 ・
さい。（漏電・各部の発錆・寿命低下の原因となります。）

。いさだくでいなし用使はで所場るた当が光日射直や外屋 ・
（過熱・変色・変質・劣化の原因となります。）

アンモニア・酸・塩素ガス・塩分・臭素・亜硫酸ガスなど
の腐食性ガスのある場所では使用しないでください。（圧縮
機本体・空気タンクおよび各構成部品の発錆や寿命低下の
原因となります。）

鉄粉・砂じん・粉じん・木くず・石粉・ヒューム（細かな
鉄粉）・油分などの異物がパッケージオイルフリーコンプレ
ッサにかかる場所では使用しないでください。（寿命低下・
破損・爆発事故・絶縁不良・短絡・導通不良の原因となり
ます。）

近くに爆発性・引火性ガス（アセチレン・プロパンガスなど）
有機溶剤・爆発性粉じんおよび、火気のない場所で使用し
てください。（火災・事故の原因となります。）
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注意
○必ず、接地（アース）工事を行ってください。接地（アース）はＤ種接地工事を行ってください。
　（漏電・感電の原因となります。）
○ボルト・輸送用止め金具を必ず取り外してください。（P.3 参照）
　（異常振動、破損の原因となります。）
○停電および雷の場合、必ず元電源開閉器を切ってください。
　（破損・事故の原因となります。）

安全上のご注意（続き）
運転するとき

警告
灯点がプンラ転運機縮圧。すまし始開を転運に的動自とるす下低が力圧、合場るいてし灯点がプンラ転運機縮圧 ○

しているとき、および圧縮機運転中は回転部（プーリ・Ｖベルトなど）に手や顔を近づけないでください。
　（けがや事故の原因となります。）

・クンタ気空・管配出吐・ダンリシ・ドッヘダンリシは）上以分03（間のくらばし後直止停転運や中転運機縮圧 ○
空気弁などは高温となりますので触らないでください。（やけどの原因となります。）
○圧縮機の回転方向を必ず確認してください。（P.8 参照）
　（圧縮機過熱による破損・事故の原因となります。）
○インバータおよび発電機など電圧が不安定となる電源での運転は絶対に行わないでください。
　（破損・事故の原因となります。）

保守点検のとき

警告
○点検・整備を定期的に実施してください。（P.18 ,19 参照）
　（破損・事故の原因となります。）

。いさだくてっ行らかてい抜に全完を気空縮圧の内クンタ気空、り切を器閉開源電元ず必、は時業作検点守保 ○
　（感電・けがの原因となります。）

上以間時OOO,01。すで間時換交が間時OOO,01で用使な的準標は受軸各・グンリ・ガイドグンリントスピ ○
の使用は絶対にしないでください。10,OOO 時間点検・整備は購入先または最寄りの明治指定サービス店に依頼
してください。（P.18 ,19 参照）
　（破損・事故の原因となります。）
○部品交換する場合は必ず明治純正部品を使用してください。
　（破損・事故の原因となります。）

対絶も造改、修補の所箇れ漏ーアエ、たま。いさだくでいなし用使に対絶は合場るあがれ漏ーアエにクンタ気空 ○
に行わないでください。（破損、破裂による人身事故の原因となります。）
○安全装置や絶縁部品を外したり、製品の改造および部品の改造は絶対にしないでください。
　（破損・事故の原因となります。）

注意
トルベ。すまりなと因原の音異・損破、しプッリスとい緩がトルベ。いさだくてし認確かいなが音異らかトルベ ○

の調整が必要な場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店（別紙）に依頼してください。
○Ｖベルトは張り過ぎないでください。また油分・粉じんなどが付着しないようにしてください。（P.22 参照）
　（軸受・Ｖベルトの寿命低下の原因となります。）
○ 1ケ月以上運転を休止した後に運転を再開する場合、必ず無負荷運転を実施してください。（P.23 参照）
　（異常摩耗・破損・事故の原因となります。）
○左側のドアを閉めた後、マグネットキャッチにドアがしっかり固定されていることを確認してください。
　（ドアの倒れの原因となります。）
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はじめに
本取扱説明書は、パッケージオイルフリーコンプレッサの仕様・構造・据え付け・運転・保守点検に関する説明書です。本取扱説明
書には、パッケージオイルフリーコンプレッサの機能を円滑、かつ安全に発揮させるために必要な操作方法が記載されています。
パッケージオイルフリーコンプレッサのご使用に際しては、
下記の法規が適用されます。

ボイラーおよび圧力容器安全規則（第二種圧力容器）
パッケージオイルフリーコンプレッサに以下の条件にあては
まる立型タンクを接続しご使用になる場合は、次の事項を必ず
守ってください。
○圧力 0.2MPa 以上で内容積が 40L 以上の容器

長にらさ、上以mm002が径内の胴で上以aPM2.0力圧 ○
さが 1000mm以上の容器

１．第二種圧力容器明細書
圧種二第るめ定が臣大働労生厚、は書細明器容力圧種二第 　　

力容器構造規格の要件を具備し、使用を証明する重要な書
類です。再発行はできませんので大切に保存してください。

２．定期自主検査
まりあは要必のけ届置設な的法ていつに器容力圧種二第 　　

せんが、定期自主点検については法的実施義務がありま
す。１年以内ごとに１回、自主検査を実施してください。
検査記録は３年間保存してください。

の明治指定サービス店まり寄最はてしまきつに点な明不 　　
でご連絡ください。

３．事故報告
故事器容力圧種二第、合場たっあが故事の裂破一万しも 　　

報告書を所轄の労働基準監督署長に提出してください。
４．適用除外の場合

第、はのもるけ受を用適のどな法業事気電、法全安舶船 　　
二種圧力容器としては使用できませんので別途関係法令
に基づき製造、申請の手続きが必要となります。

騒音規制法および振動規制法
規制範囲、規制基準などは、各都道府県により異なりますの
で、詳細は管轄の区・市役所または町村役場の公害担当課ま
でお問い合わせください。

電気配線にあたっては内線規程に従ってください。
接で独単つず台1てし通を器断遮電漏用機動電ず必は源電 ●

続してください。
。いさだくてっ行を事工）スーア（地接ず必 ●

　接地（アース）はＤ種接地工事を行ってください。

フ ロ ン 回 収 破 壊 法
エアードライヤ内蔵・搭載型パッケージオイルフリーコンプレッサはエアードライヤの冷媒にフロンが使用されており、フロン
回収破壊法（平成 13 年法律第 64 号）における第一種特定製品として扱われます。製品を破棄および修理するときは下記にご注
意ください。
■地球環境を保護するため、次のことが法律で決められていますので必ず守ってください。

円万05は又役懲の下以年1、とるす反違（。いならなはてし出放に中気大にりだみ、を媒冷るいてれさ入封に品製、も人何 ・ 以
下の罰金に処せられます。）

・製品の廃棄，整備、及び、部品のリサイクル時は、封入されている冷媒を回収する。
フ、し付交を書認確託委、はに合場るす託委に者他を分処の媒冷　入導の）トスェフニマ（度制理管程工渡引類ンロフ ・ ロン類

回収業者が発行する引取証明書を３年間保管する。
■冷媒番号及び封入量は、製品本体に貼ってある製品銘板に記載してあります。
■この商品は特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）の適用製品ではありません。
■冷媒回収には費用がかかりますのでご負担をお願いします。

合い問おに先入購、はきといならなにりかわお。いさだく頼依ごに）者業録登の事知県府道都（者業収回、は収回媒冷 ■ わせく
ださい。
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必要書類

パッケージオイルフリーコンプレッサのご使用に際しては、パッケージオイルフリーコンプレッサを含めた機器・施設の安
全な運転および保守のために、各種規格・基準に従って安全施策を確立してください。国や自治体の消防、電気、安全関連
の法規・規則、またそれぞれの企業や事業所での規則・規定としての守るべき事項に従ってください。
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各部の名称とはたらき

●

●ＤＰＦＭ-110Ｂ
　（エアードライヤは左側面にあります。）

●

構　造
例）ＤＰＦＭ-75Ｂ

蒸発圧力計

クサリ

電源ターミナル
外部入出力信号用端子

電磁開閉器

吸込ろ過器

圧縮機本体

クランク室
呼吸フィルタ

外　観

吸気口

空気出口

ドレンコック

ヤイラドーアエ ●
の冷却空気が供給
されます。

出り取の気空縮圧 ●
し量を調整する弁
です。

出り取の気空縮圧 ●
し量を調整するた
めの弁です。

溜に内クンタ気空 ●
まるドレンを排
出するための弁で
す。

溜に内クンタ気空 ●
まるドレンを排
出するための弁で
す。

電磁弁コネクタ
差込口

トンレドトーオ ●
ラップの電磁弁の
配線を差し込むコ
ネクタです。

空気弁

空気弁

蒸発圧力計

オートドレントラップ

空気取り出し口

操作パネル

操作パネル

排気口
（圧縮機）

排気口
（エアードライヤ）

排気口
（エアードライヤ）

排気口
（圧縮機）

ドア

ドア

電動機

エアードライヤ

オートドレントラップ
（電磁弁式）

のヤイラドーアエ ●
冷媒圧力を示しま
す。

まし湿除を気空縮圧 ●
す。

にヤイラドーアエ ●
溜まったドレンを排
出します。

ンタ気空に等時検点 ●
ク内の残圧を確認す
るバルブです。

空気タンク
（メッキ鋼板）

ドし積蓄を気空縮圧 ●
レンの分離をしま
す。

空気出口

ドレンコック

出り取の気空縮圧 ●
し量を調整する弁
です。

溜に内クンタ気空 ●
まるドレンを排出
するための弁で
す。

操作パネル

排気口

ドア

ドレンチューブ

三方電磁弁

安全弁

エアー抜き
バルブ

防振ゴム

ボルト・輸送用止め金具

み込吸のへ機縮圧 ●
空気と冷却空気が
供給されます。
※APFM-55B,75B 
　の側面吸気口は右 
　側です。

吸気口

空気弁

吸気口
（エアードライヤ）

吸気口
（エアードライヤ）

ヤイラドーアエ ●
の冷却空気が供給
されます。
ドレンコック

APFM-75B
APFM-55B

APFM-110B

（APFM-110B）

DPFM-75B
DPFM-55B



輸送用止め金具

防振ゴム

ボルト
ボルト
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据え付け方法
１　現品の確認

文注ご、りよに数波周、圧電、式型の板銘式型 ．１
通りの製品かどうかをお確かめください。

だくめか確おかいなが所箇形変、損破の中送運 ．２
さい。

３．付属品があるかお確かめください。

型式銘板

注意銘板

・数波周・圧電・式型 ●
製造番号・仕様を
ご確認ください。

DPFM-110B は 6枚

おず必に前用使ご ●
読みください。

銘板の位置

注意
異なる電圧、周波数では使用しないでください。火災や異常振
動の原因となります。

 警告
け掛玉。すまえ行みの方たけ受を育教はたま習講な要必、かほの者持所許免転運ンーレク、は人るすを作操のンーレク ● は、

玉掛け技能講習修了者のみ行えます。
１．ワイヤーロープが張ったところで一旦止めて安全を確認してください。（落下事故、衝突などの原因となります。）

をのもの上以mm21φず必、でのすまりあが険危の故事下落、合場な当適不がズイサーヤイワ、際の動移てげ上り吊 ．２ 使
用してください。（落下事故の原因となります。）

どな突衝・故事下落（。いさだくてし動移てげ上り吊らかてし認確をとこいないが人はに向方路進や下真の荷り吊 ．３ の原因
となります。）

パッド
４枚

取扱説明書
１部

 注意
●運搬・設置時は安全に考慮した設備を使用し、実施してください。

でのすまりあが険危るす損破が品部の部内、し動振常異とるす転運ままたけ付り取を具金め止用送輸・トルボ ．１ 、必ず取り外して
ください。

アド、といないてい付がリサク。いさだくてし認確をとこるいてれらけ付り取がリサク、はきとるめ閉をアドの側左 ．２ を開
きすぎた場合等、ドアが倒れけがをする危険があります。

２　移動するとき
１．フォークリフトで移動

2．クレーンなどで吊り上げて移動

ドアを傷つけないように
当て物をしてください。

爪を傾けすぎて倒さない
ようにしてください。

梱包木枠

mm21φはズイサーヤイワ ●
以上のものを使用してくだ
さい。

し用使をトルボり吊の個４ ●
均等に荷重がかかるように
してください。

運転前に左図のボルト・輸送用止め
金具を必ず取り外してください。

るなに下以°06は度角り吊 ●
ようにしてください。

吊り角度
60°以下

具金め止用送輸・トルボ、らたしまし了完が動移 ．３
を取り外してください。

ボルト・輸送用止め金具の取り外し方法
ドアを開け、頭が黄色のボルトを取り外して、輸送用止め金具
を外してください。

圧力単位
MPa 0.69 0.78 0.83 0.93

kgf/cm² 7.0 8.0 8.5 9.5

本圧縮機は一般産業用に限りご使用ください。
呼吸器系の機器など、生命に係る用途には使用
できません。

重要事項

この「取扱説明書」を読み、大切に保存してください。
CM0D061Y 2 011・12

このたびは明治の電子式パッケージオイルフリーコンプ
レッサーをお買い上げいただき、まことにありがとうござ
いました。ご使用になる前に、この「取扱説明書」をよく
読み、その内容に沿って正しくご使用ください。

圧力単位について
本取扱説明書の圧力単位は「MPa（メガパスカル）」表示です。
従来単位「kgf/cm²」との換算は下表の通りです。

（換算率は 1MPa＝10.197 kgf/cm ²です。）

取扱説明書
小型空気圧縮機

なお、この「取扱説明書」は、エアードライヤー内蔵型電子式パッケージ
オイルフリーコンプレッサーを併記しています。
また、本書ではAPFM-37B 、DPFM-37B を代表例として編集しておりま
すので、あらかじめご了承ください。

明治 電子式 パッケージオイルフリーコンプレッサー
型　式：APFM-15B 5　　DPFM-15B 5
　 　 APFM-15B 6　　DPFM-15B 6
　 　 APFM-22B 5　　DPFM-22B 5
　 　 APFM-22B 6　　DPFM-22B 6
　 　 APFM-37B 5　　DPFM-37B 5
　 　 APFM-37B 6　　DPFM-37B 6
　　　  ［エアード ］型蔵内ーヤイラドーアエ［         ］型付不ーヤイラ

㈱明治機械製作所

DPFM-75B



）気排制強みの機縮圧、合場の型載搭・蔵内ヤイラドーアエ（図Ｂ図A

吸
気
口

排気

排気 排気

吸
気
口

吸
気
口

排気ダクト
エアー

ドライヤ
排気

エアー
ドライヤ
排気

排気ダクト

換気扇
必要換気扇容量⑵
をご参照ください。

換気扇
必要換気扇容量⑵
をご参照ください。

合場のＤＰＦＭ-110Ｂ合場のＤＰＦＭ-55B.75Ｂ

50 ㎜ 50 ㎜換気扇
必要換気扇容量⑴
をご参照ください。
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３　据え付けするとき
部気電りかかが露雨はで外屋半。いさだくてけ付え据に内屋い良のし通風いな少の度湿でら平、く広、くる明 ．１ 品、

電動機の絶縁不良の原因となります。
結凍のンレド、しだた：℃04～5は型載搭・蔵内ヤイラドーアエ（囲範の℃04～2で中転運が度温囲周 ．２

がないこと）になるようにしてください。５℃以下で使用した場合、エアードライヤのドレンが凍結するお
それがあります。

３．温度上昇防止およびメンテナンスの面より、下記に示すスペースを確保してください。
パッケージオイルフリーコンプレッサは、後方および右側より新鮮な空気をパッケージ内に吸い込み、上方に排気する
構造となっていますので、下図の様に吸・排気口を設け室内の換気を行ってください。エアードライヤ内蔵・搭載型の場合、
部屋の吸気口や空調機からの風が直接当たらないようにしてください。強制冷却より、エアードライヤ内部のドレンが
凍結する恐れがあります。

換気スペース

吸気・配管・配線スペース

メンテナンススペース

だくてし保確をスーペス気排 ●
さい。

物に対絶はに上のジーケッパ ●
を載せないでください。

てし保確をスーペス気吸 ●
　ください。

径半げ曲小最のスーホムゴ ●
が 150mm以上になるよう
にしてください。

保確をスーペス用業作線配 ●
してください。

るす検点てけ開をアド ●
だくてし保確をスーペス 　

さい。

換気扇

後部スペース

吸気スペース

に下以℃04に中転運 ●
なるように必要換気容
量以上の換気扇を設け
てください。

ンメの等換交トルベＶ ●
テナンススペースを確
保してください。

し保確をスーペス気吸 ●
てください。

をスーペス用業作線配 ●
確保してください。

［参考］　 ■発生熱量と必要換気容量

うよいならなに上以℃04が度温気囲雰のどな備設・屋部るす置設を機縮圧。すまし生発が量熱記下はらか機縮圧 ．４
に換気扇による換気を行ってください。

据え付け方法（続き）

■換気扇・排気ダクト施工要領
　 換つもを量容気換の上以 ⑵ 量容扇気換要必す示に表ターデ気換の表上、合場るけ付取をトクダ気排にうよの図Ｂ 気扇を
圧縮機の排気口上部に取り付けてください。この場合、排気ダクト入口と圧縮機排気口と間に 50 ㎜ 間を設けてく
ださい。また、エアードライヤの排気は、換気扇を設けたダクトで排気しないでください。凍結する恐れがあります。

■全体換気
　 量容気換の上以 ⑴ 量容扇気換要必す示に表ターデ気換の表上、合場るす気換を体全屋部るす置設にうよの図Ａ が必要で
す。（ただし、部屋内の許容温度上昇を５℃とした場合の値です。）換気扇は部屋の上部に設けてください。

型式項目 APFM-55B
発生熱量 kJ/h
必要換気容量 ⑴ m³/min
必要換気容量 ⑵ m³/min

DPFM-55B APFM-75B DPFM-75B APFM-110B DPFM-110B
18,00  26,121 24,279 38,470 35,581 54,041
50 75 65 105 95 150
37 37 40 40 55 55



1m以上

吸気

排気
排気

吸気
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５．水平な床面に据え付けてください。

パッド
いている場合には、付属

整
してください。

の方他が気排の方一、は合場いなきでが置設にうよの図下。いさだくてし置設にうよの図下は合場るす転運列並 ．６
吸気側に行かないように設置してください。また、縦列運転をする場合にも1m以上の間隔をあけてください。

 注意
中転運。いさだく用使ごで囲範の）℃04～5は型載搭・蔵内ヤイラドーアエ（℃04～2が度温囲周 ．１

40℃を超える場合、および据え付けの不具合は軸受寿命低下、焼き付き破損の原因となりますので、必ず
40℃以下でご使用ください。

２．床面の強度がない場合、振動、騒音が大きくなります。
フルイオジーケッパ、りなくき大が動振に逆とるす置設に上台架振防、りたい敷をムゴの外以ドッパの属付 ．３

リーコンプレッサが破損する場合があります。
倒転。いさだくでいなし定固に的制強、等るめ固でトーリクンコをコンプレッサーリフルイオジーケッパ ．４

防止を図る場合には専用の固定金具がありますので、購入先または最寄りの明治指定サービス店にご相談く
ださい。

いなわ行は置設のへ所高、でのすまりあがれ恐の等下落品部の時スンナテンメや下落の品製は置設のへ所高 ．５
でください。

。いさだくでいなわおおでーバカ・箱音防、でのすまりなと因原の故事熱過や災火 ．６
。いさだくてし去除ず必は袋ルーニビ・枠木包梱・材包梱 ．７

。いさだくでいなし用使ままたせ乗に枠木包梱 ．８
。いさだくてし置設に所場いなが響影の動振に囲周 ．９

10 だくでいなけ付り取にコンプレッサーリフルイオジーケッパ接直をトクダ気排、合場るけ設をトクダ気排 ．
さい。振動により排気ダクトやパッケージオイルフリーコンプレッサが破損する場合があります。

。いさだくてし置設に床るあの度強分十で平水 ●
。いさだくでいなし用使ままたせ乗に枠木包梱 ●

据え付け方法（続き）



とるけ設を弁に空気中途管配 ●
きは空気弁と圧縮機の間に安
全弁を設けてください。

）照参2.P（。すまりな異りよに種機は置位の弁 ●空気
逆止弁

空気弁

、がすでき付不はにコンプレッサーリフルイオジーケッパ ●
ECOMODE 制御にてご使用の場合には右記の立型タンクの
設置を推奨します。（配管容積、既設空気タンク等で下記立型
タンク相当の容積を確保できる場合は、不要です。）また、
PUSC 制御で多量の空気を短時間に使用する場合や、起動
頻度が高い場合などにも下記の立型タンクを設置してくださ
い。設置の際は、立型タンク付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。ECOMODE 制御・PUSC 制御については P.12,13 を
参照してください。

合集の備設場工 ●
配管へ接続する
場合等は、圧縮
空気逆流防止の
ため、逆止弁を
設けてください。

吐出管を集合配管へ接続す
る場合は、ドレン逆流防止
のため、集合配管の上から
配管を接続してください。

空気弁

場るすを管立 ●
ドレン抜き

配りが上ち
合は必ず下部にドレン抜
きを設けてください。

ゴムホース
使用圧力：1MPa 以上　耐熱：100℃以上

。いさだくてしに上以mm051は径半げ曲のスーホムゴ ●

ドレンコック
。すで用出排ンレドの内クンタ気空 ●
用使ごのプッラトンレドトーオ明治 ●

をおすすめします。（P.28, 29参照）

型　式 推奨
立型タンク容積

APFM-55B
DPFM-55B 160L 以上

APFM-75B
DPFM-75B 230L 以上

APFM-110B
DPFM-110B 280L 以上

推奨空気タンク容積
立型タンク（オプション）

ドレンチューブ
ルーニビ用出排ンレドのヤイラドーアエ ●

チューブです。
なれ振がブーュチルーニビに時出排ンレド ●

いように先端をドレン受けなどに固定して
ください。

安全弁

ホースバンド
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据え付け方法（続き）
４　配管するとき

１：力圧用使（スーホムゴるす有を性熱耐・圧耐ず必、は続接の管配場工とーコンプレッサリフルイオジーケッパ ．１ MPa以上、
耐熱100℃以上）をご使用ください。振動による配管の損傷を防ぎます。ゴムホース（内径12mm）は必ずホース
バンドで固定してください。

抜ンレドに末端管配にめたるすくな少をルブラトのンレド、合場いなけ設をクンタ型立びよおヤイラドーアエ ．２
きを設けるかまたはオートドレントラップ付ラインフィルタの取り付けをおすすめします。

。いさだくでいなけ付り取に口出気空接直はタルィフンイラ 　　

 注意
シキレフ、りたし続接接直で管鋼を管配場工とーコンプレッサリフルイオジーケッパずせ用使をスーホムゴ ．１

ブルチューブを用いると振動により配管が破損する場合がありますので、必ず耐圧・耐熱性を有するゴムホース
(使用圧力：1MPa 以上、耐熱 100℃以上）をご使用ください。ゴムホースは、経年変化で劣化します。定期的
な点検・交換を実施してください。

耐・圧耐ず必でのすまりあが合場すこおをれ漏気空りよに裂亀、化劣のスーホとるい用をスーホムゴな切適不 ．２
熱性を有するゴムホースをご使用ください。また、ゴムホースは必ずホースバンドで固定してください。

。すまりあが険危すこおをれ漏気空し裂亀、合場の下以mm051が径半げ曲のスーホムゴ ．３
。いさだくでいなけ付り取を）どなプッラトンレド・タルィフ（物量重接直に部クッコンレドびよお口出気空 ．４

配管等が破損する危険があります。
原の故事・損破。いさだくでいなわ行に対絶は造改のどなるす加追を管配に間のドッヘダンリシと器過ろ込吸 ．５

因となります。
、めたるいてっなと式方げ上い吸が造構出排ンレドはクンタ気空の機本 ．６

1フロート式オートドレントラップは使用できません。

集合配管

 

 



出力
（kW） 電源

配　線　容　量 / 台 漏電遮断器

配線の最小太さ アース線の最小太さ 元電源開閉器
容量

手元ブレーカ
容量 型式 定格電流

（A）

元電源開閉器

カバーを外して電源
ターミナルに接続し
てください。

電源ターミナル

配線固定用クリップ

配線引き込み口

接地（アース）を
接続してください。

漏電遮断器

電源配線
三相 200/200・220V（50/60Hz）

7

据え付け方法（続き）
５　配線するとき

元電源開閉器の配線方法

。いさだくてっ行てっ従に程規線内びよお準基術技備設気電、は事工気電 ．１
ーレブターモ（器断遮電漏とカーレブ元手はたま器閉開源電元ず必、はに源電 ．２

カ）を 1 台ごとに設置してください。漏電遮断器（モータブレーカ）は、
漏電や過電流から圧縮機を保護する装置ですので、電源スイッチとしての
目的では使用しないでください。圧縮機の点検・整備の際は、元電源開閉
器または手元ブレーカにて必ず電源を遮断してください。

。すでり通の次は量容線配 ．３

。すまし示を量容ズーュヒ、は内） （ 1※
※2 型式は日立産機製です。同等品をご使用になる場合は、定格にご注意ください。なお、感度電流は30mAをご指定ください。

。いさだくてっ行を事工地接種Ｄは）スーア（地接。いさだくてっ行を事工）スーア（地接ず必 ．５

 注意
く意注ごでのすまりあが合場いなし転回が機縮圧、りなくき大が下降圧電、とすまし用使を線配るぎす長や線配い細 ．１

ださい。電圧降下が 2%以内となるようにしてください。
。すまりなと因原のき付き焼のどな点接。いさだくでいなし続接はに側源電の器閉開磁電をサンデンコ相進 ．２

３．インバータおよび発電機など電圧が不安定となる電源での運転は絶対に行わないでください。

は合場るす用使をサンデンコ相進 ．４
。いさだくてし置設に側次２の器閉開磁電 ①

。いさだく用使ごをのもたし蔵内を置装安保ず必 ②
てし頼依にス店ビー,明治指定サは業作け付り取、おな 　

ください。

電源配線方法

いてし了完てべすは線配の内ジーケッパ ．１
ます。

ータ源電、し外をーバカのルネパトイラ ．２
ミナルに電源配線を接続してください。
電源は規定電圧、三相 200/200・
220V（50/60Hz）であることを確認
してください。

機　　種 保安装置を内蔵したもの

設置場所 電磁開閉器の２次側に設
置してください。

電源

電磁
開閉器

電動機
進相コンデンサ
進相コンデンサ配線方法

ＡＰＦＭ-55Ｂ
ＤＰＦＭ-55Ｂ

三相 200V/
200・220V
（50/60Hz）

2.6mm（5.5mm²） ²） 60A（50A） ※1 50A

MEB-50E ※2

25

ＡＰＦＭ-75Ｂ
ＤＰＦＭ-75Ｂ 3.2mm（8.0mm²） ²） 100A（75A） ※1 23A57

ＡＰＦＭ-110Ｂ
ＤＰＦＭ-110Ｂ 14mm² 14mm² 100A（100A） ※1 54A001

2.6mm（5.5mm

2.6mm（5.5mm



吸気
冷却風

外す

電磁開閉器

制御基板の電源線

排気

吸気
冷却風

電源ターミナル

ビス ３本のうち２本を入れ
替えてください。

１３５

回転方向
反時計回り

8

据え付け方法（続き）

接。いさだくてっ行を事工）スーア（地接ず必 ．４
地（アース）はＤ種接地工事を行ってください。

縮圧、し押をチッイス転運れ入を器閉開源電元 ．６
機を１、２秒間運転し、圧縮機の回転方向が反時
計回りであることを確認してください。
（エアードライヤ内蔵・搭載型は同時運転モー
ド（P.14参照）で行ってください。） 回転方向が正しい場合

３．絶縁抵抗および耐電圧試験のご注意
　　 本機には制御基板を採用しており、そのまま試

験を行いますと正常な試験結果が得られませ
ん。

　　 試験をするときは、主回路と接地（アース）間
にのみ行い制御回路には実施しないでくださ
い。【制御基板の電源線（電磁開閉器の１，３，５
番）を外してから試験を実施してください。】

絶縁抵抗および耐電圧試験を行う場合

操作パネルのデジタルディスプレイに －ｒＥ－ が
表示された場合（逆相）

 警告
漏電事故防止のため、アースは必ず取り付けてください。また、電源配線を引っ張らないでください。
（感電や火災の原因となります。）

 注意
１． 電源を接続する際には必ず元電源開閉器が OFF であることを確認してから、電源ターミナルの R・S・Tに合わせ

て接続してください。 
２．主電源接続時、ビスは確実に締め付けてください。緩いと過熱により焼損事故を起こす危険があります。

 －Ｅｒ－ にイレプスィデルタジデのルネパ作操 ．５
が表示された場合は逆相です。この場合は、元
電源開閉器を OFF にしてから、主電源接続の配
線３本のうち２本を入れ替えてください。



M3

7.
6

遠方切替または BR-1 切替端子を使用しモードを固定した場合、デジタルディスプレイの最上位部にｒ（遠方運転モー
ド）またはｂ（BR-1 運転モード）の文字を表示します。

入力信号配線時の注意
　1. 入力信号端子には最小適用負荷がDC5V、10mA以下で使用できるスイッチやリレー接点を接続してください。
　2. 接続配線はシールド線を使用し、遠方側またはベビコンローラ側でアースを接続してください。
　3. 接続配線は 10m以内としてください。また動力線とは必ず分離してください。

アース

アース端子

9

据え付け方法（続き）

ライトパネルに内蔵の端子ボックス内部に、以下の外部入出力信号用端子を装備しています。
入力信号線はシールド線を使用してください。

【出力信号】
・警　報　出　力　　メンテナンス警報などの警報発生時に端子間が導通します。

　＜警報信号内容＞　　　　　　＜ディスプレイ表示＞
　　オーバーホール時期　　　　　　　：運転時間

　 。すまし通導が間子端に合場たっなくなきで転運が機縮圧、し生発が常異なうよの次 　　力出常異合総・
　　　　　　　　　＜異常信号内容＞　　　　　　＜ディスプレイ表示＞
　　　　　　　　　メモリ異常　　　　　　　　　　　：Ｅｒｒ１
　　　　　　　　　圧縮機高圧異常　　　　　　　　　：Ｅｒｒ２
　　　　　　　　　エアードライヤ高圧異常　                 ：Ｅｒｒ３
　　　　　　　　　エアードライヤトリップ　　　　　：Ｅｒｒ４
　　　　　　　　　圧縮機サーマルトリップ　　　　　：Ｅｒｒ５
　・運転アンサー　　本機の運転スイッチが 0Nの状態のとき端子間が導通します。

・遠 方 切 替　　遠方操作に切り替えて運転する場合にスイッチなどを接続します。
　・運 転 入 力　　本機が遠方操作状態のとき、スイッチなどを接続します。

　　ベビコンローラと接続する場合はベビコンローラの運転端子と接続します。
　 。すまし続接と子端御制部外のラーロンコビベ、合場るす御制でラーロンコビベ 　　替切1-RB・

【入力信号】

（遠方運転モード　0.85MPa 時） （BR-1 運転モード　0.85MPa 時）

■遠方操作時およびベビコンローラ接続時の配線接続方法
遠方操作を行う場合、およびベビコンローラで運転制御する場合は、外部入出力信号用端子の 遠方切替 、 運 転入力 および BR-1 切替 
端子に以下のような配線を行ってください。
●遠方操作を行う場合 ●ベビコンローラで運転制御する場合

 注意
は合場るす用使てにドーモ転運方遠 ．１ 遠方切替 を ON にした後、 運転入力 を ON にしてください。 遠方切替 に対し 

運転入力 ません。
は合場るす止停を転運たま 　　 遠方切替 に対し、 運転入力 を先に OFF してください。 運転入力 に対し 遠方切替 が先に

OFF または同時にOFF した場合、圧縮機は停止しません。
２．BR-1 運転モードの場合、「ECOMODE 制御」は設定できません。

６　外部入出力信号用端子について

各出力端子は無電圧の接点回路です。
AC200V、O.1A 以下のもので、補助リレーなどの小負荷のものをご使用ください。

①遠方操作
　切替スイッチ

シールド線 シールド線

②遠方操作
　運転・停止スイッチ

遠方操作に切り替えるためのス
イッチを必ず本機近くに設置して
ください。

態状作操方遠：  NOチッイス
スイッチOFF：本機操作状態

遠方にて運転・停止を行うための
スイッチを設置してください。

転運機縮圧：  NOチッイス
スイッチOFF：圧縮機停止

）。んせまきでは転運のでチッイス転運（。すまきで止停でチッイス止停の上ルネパ作操、合場のドーモ転運1-RBはたま、ドーモ転運方遠 ※
、はでドーモ転運1-RB。すまし転運で作操NO→FFOのチッイス止停・転運作操方遠はでドーモ転運方遠、合場の転運再 　 ベビコンロー

ラの運転切替スイッチをOFF→ONの操作で運転します。

※詳細はベビコンローラの取扱説明書に従ってください。
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運転のしかた

表示ランプ
（赤）

１　操作パネル各部の名称とはたらき
●D P F M - 5 5 B , 7 5 B , 1 1 0 B

● A P F M - 5 5 B , 7 5 B , 1 1 0 B

デジタルディスプレイ（LED: 緑）
、間時転運、力圧内クンタ気空 ・

圧縮機制御方式を表示します。
いてっなに NO が器閉開源電元 ・

ることを示します。 
運とるなに期時ルーホーバーオ ・

転時間と圧力を交互に表示し
ます。

表示切替スイッチ
ルタジデとす押をチッイス ・

ディスプレイが運転時間表示
に切り替わり、さらに押すと
圧縮機制御方式を３秒間表示
します。

まし用使に時定決の更変定設 ・
す。

運転ランプ（緑）
し灯点がプンラに中転運 ・

ます。（運転待機中には
ランプが点滅します。）

エアードライヤ運転制御モード表示ランプ（緑）
。すまし灯点がプンラの方のドーモ転運たれさ択選  ・

エアードライヤ運転選択スイッチ
・エアードライヤ運転制御を選択します。 

運転／停止スイッチ
。いさだくてし押きとるす止停・転運 ・
に時更変式方御制びよお時更変力圧御制 ・

使用します。

表示ランプ
（赤）

デジタルディスプレイ（LED: 緑）
、間時転運、力圧内クンタ気空 ・

制御方式を表示します。
いてっなに NO が器閉開源電元 ・

ることを示します。 
運とるなに期時ルーホーバーオ ・

転時間と圧力を交互に表示し
ます。

表示切替スイッチ
イレプスィデルタジデとす押をチッイス ・

が運転時間表示に切り替わり、さらに押すと
圧縮機制御方式を３秒間表示します。

。すまし用使に時定決の更変定設 ・

運転ランプ（緑）
し灯点がプンラに中転運 ・

ます。

メンテナンス警報ランプ（赤）
同。すまし灯点とるなに期時ルーホーバーオ  ・

時にデジタルディスプレイが運転時間と圧力
を交互に表示します。 

運転／停止スイッチ
。いさだくてし押きとるす止停・転運 ・
に時更変式方御制びよお時更変力圧御制 ・

使用します。

ドライヤ異常ランプ（赤）
ーアエ、し灯点に合場の常異ヤイラドーアエ ・

ドライヤの異常を知らせます。

メンテナンス警報ランプ（赤）
同。すまし灯点とるなに期時ルーホーバーオ  ・

時にデジタルディスプレイが運転時間と圧力
を交互に表示します。
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運転のしかた（続き）
が間時転運のでま在現とす押をチッイス替切示表  

表示され、さらに押すと、現在選択されている圧
縮機制御方式が３秒間表示されます。メンテナン
スの参考にしてください。

るなに）らか間時005,9（期時ルーホーバーオ 
とデジタルディスプレイに運転時間と圧力を交互
に表示します。同時にメンテナンス警報ランプが
点灯します。

、とす押をチッイス択選転運ヤイラドーアエ 
エアードライヤ先行運転と同時運転が選択でき
ます。

でが更変の力圧転運で作操チッイスの記下は機本 
きます。運転制御圧力の変更方法は P.17 を参照
してください。

、はていつに）御制CSUP/EDOMOCE（式方御制転運 ※
P.12,13 を参照してください。

みの時止停機縮圧は択選の御制転運ヤイラドーアエ ※
有効です。エアードライヤ運転制御についてはP.14
をご参照ください。

ECOMODE 制御を
選択している場合

PUSC 制御を
選択している場合

PUSC 制御を選択
した場合、最上位
桁に「Ｐ」を表示
します。



型　式 推奨立型タンク容積
APFM-55B,DPFM-55B 160L 以上

230L 以上
280L 以上

APFM-75B,DPFM-75B
APFM-110B,DPFM-110B

推奨立型タンク容積

作動圧力

復帰圧力

先行運転

運転

停止

運転

停止

停止
（アンロード）

（アンロード）

圧縮機

圧縮機

運転

運転

停止
ドライヤ

ドライヤ

同時運転

ドライヤ
ドライヤ

5分

t

5分 5分空気タンク
充填時間

３秒

1分

＋0.03MPa

圧縮機運転停止

運転サイクルが約1分となる
よう、使用空気量に合わせ、
作動圧力が変化します。

運転サイクルが短くなる場合、設定されている
作動圧力まで上昇し、アンロード運転に切替ります。

アンロード運転が1分以上継続すると
圧縮機は運転停止します

復帰圧力以下になる
場合があります。
（ドライヤ同時
　運転のみ）

t：運転サイクル

ドライヤ保護の
ため、ドライヤ停止
後1分間は起動しま
せん。
圧縮機はドライヤ
起動後3秒後に運転
開始します。

エアードライヤ同時運転で圧
縮機が５分以上休止していると
エアードライヤも休止。

復帰圧力＋0.03MPa
以下になると、エアー
ドライヤ再起動。

３秒
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運転のしかた（続き）

１．圧縮機運転制御
択選を）御制クスパ（御制｣CSUP｢と）定設時荷出場工：御制ドーモコエ（御制｣EDOMOCE｢、は機本 　　

してご使用いただけます。

1-1

、し始開を転運が機縮圧、てっ従に式方御制転運ヤイラドーアエびよお式方御制転運機縮圧、とす押をチッイス転運 ）１（
作動圧力で停止します。（初回停止時のみ、設定されている作動圧力で停止します。）

　　　（設定されている作動圧力 の確認、充填時間の計測ができます。）
化変で動自を力圧るす止停にうよるなと分１約が間時ルクイサ転運、せわ合に量気空用使、後動起再てに力圧帰復 　　　 さ

せ、運転・停止を行います。（作動圧力は、復帰圧力＋ 0.05MPa 未満にはなりません。）
替り切に転運ドーロンア、し昇上でま力圧動作るいてれさ定設、はに合場るなく短が間時ルクイサ転運の止停・転運 ）２（

わります。
が間時ルクイサ転運、は合場るす昇上でま力圧動作るいてれさ定設に常もてれさ用使ごてし択選を御制EDOMOCE ）３（

短くなっています。最高圧力と復帰圧力の差圧を大きく設定するか、立型タンクの増設または容積を大きくしてくだ
さい。

（４）使用空気量の変動が大きい場合は、運転サイクルが約１分にならないことがあります。
（５）推奨以上の大きなタンクを設置された場合等、運転サイクルが１分より長くなることがあります。

空気の使用量に合わせ、省エネ運転となるように自動的に作動圧力を下げます。
作動圧力が下がった状態では、圧縮機は運転停止します。
「ECOMODE」制御による省電力効果を発揮させるために、既設空気タンク、工場
配管等による下記立型タンク相当の容積の確保、または立型タンクの設置を推奨しま
す。容積の確保、立型タンクの設置ができず、運転サイクル時間を確保できない場合、
PUSC 制御に切替ります。

｢ECOMODE｣ 制御

２　運転制御方式について

ーロンアはいるあ止停ターモ …力圧動作
ド運転になる圧力
工事出荷時設定
（5.5kW:0.93MPa、
  7.5,11kW:0.85MPa）
または、操作パネルにて設定し
た圧力（Ｐ.17参照）



圧力表示 運転時間表示 制御方式表示 圧力表示

「ECOMODE」から
「PUSC」に変更す
る場合

「PUSC」から
「ECOMODE」に
変更する場合

t 運転状態
１分未満 アンロード運転
１分以上 アンロード運転または停止

※

t：運転サイクル

3秒

3秒

5分 1分 5分 1分以上

1分

＋0.03MPa

5分 1分3秒以下

充填時間

空気タンク

ドライヤ
先行運転

ドライヤ
運転時間

圧縮機

（アンロード）

（アン
  ロード）

ドライヤ
同時運転

ドライヤ

圧縮機

運転
停止
運転
停止

運転
停止
運転
停止

圧
力

作動圧力

復帰圧力
圧縮運転停止

圧縮運転開始

※t

圧縮運転停止
又はアンロード運転

アンロード運転が1分以上
継続すると圧縮機運転停止

復帰圧力以下に
なる場合があります。
（ドライヤ同時運転のみ）

ドライヤ保護のため、
停止後１分間は起動しません。
圧縮機はドライヤ起動後
3秒後に運転開始します。

復帰圧力+0.03MPa以下に
なるとエアードライヤ再起動

エアードライヤ同時運転で
圧縮機が５分以上休止していると
エアードライヤも休止

アンロード運転

13

運転のしかた（続き）

・デジタルディスプレイの表示は 3秒経過すると、圧力表示に戻ります。
・制御方式の切替は、圧縮機停止中に行ってください。

制御方式は操作パネル上の下記の方法で変更できます。
（１）圧力を表示中に表示切替スイッチを 2回押すと、現在の制御方式が表示されます。
（２）制御方式が表示された状態で停止スイッチを押すと制御方式が変更できます。
　　　（選択した運転制御方式は、元電源開閉器を切っても保持されます。）　

（空気タンク内圧力が 0.80MPa の場合）

1-2 制御方式の切替方法

空気の使用量に合わせ、自動的に圧力開閉器式、自動アンローダ式運転を選択しま
す。設定された制御圧力にて運転するので、停止またはアンロードする圧力は変化
しません。運転サイクルが 1分未満の場合は、アンロード運転となります。

「PUSC」制御の場合、圧力表示の最上位桁に「P」を表示します。

（「ECOMODE」制御の場合、圧力のみ表示します。）

｢PUSC｣ 制御
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運転のしかた（続き）

 注意
１．吐出し空気に湿分が入っては困る場合、「ドライヤ同時運転」を選択しないでください。

秒3分1長最、時たし達に力圧帰復りなに用使ごを気空縮圧に後直止停ヤイラドーアエは転運時同ヤイラド ．２ 間
再起動はできませんので復帰圧力以下になる場合があります。絶対に復帰圧力以下に低下しては困る場合、ドライヤ
先行運転を選択してください。

中止停機縮圧。すまし出排をンレドの内ヤイラドーアエし動作がプッラトンレドトーオにとご分1、中転運機縮圧 ．３
およびアンロード運転中はオートドレントラップは作動しません。

２．エアードライヤ運転制御
中止停機縮圧、は替切の式方御制転運。すまきでがとこるす択選を転運時同と転運行先のヤイラドーアエ 　　

に行ってください。
　　（選択した運転制御方式は、元電源開閉器を切っても保持されます。）　

始開を転運が機縮圧に後分5、し始開を転運がヤイラドーアエずま、とす押をチッイス転運 ）１（
します。

　　　圧縮機が運転を開始するまでの 5分間は、圧縮機運転ランプが点滅し待機中を示します。
（２）エアードライヤは圧縮機の運転・停止に依らず連続運転します。

始開を転運が機縮圧に後秒3、し始開を転運がヤイラドーアエずま、とす押をチッイス転運 ）１（
します。

さ出吐が気空るあの分湿少多、は間分5約のでまるす揮発を能機湿除分十がヤイラドーアエ ）２（
れます。

（３）圧縮機の運転が５分以上休止した場合、エアードライヤは運転を休止します。
　　　空気タンク内圧力が復帰圧力+0.03MPa 以下になるとエアードライヤは再起動します。
（４）エアードライヤが運転休止した場合、冷凍機保護のため 1分間は起動しません。

ヤイラドーアエに内以分1、すまいてし示を中機待、は合場たし滅点がプンラ転運ヤイラド ）５（
は再起動します。

2-1

2-2

ドライヤ先行運転

ドライヤ同時運転
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１．ドアを閉めて、空気弁を全開にしてください。

ON

が器断遮電漏 ．２ ON になっていることを確認
した上で、元電源開閉器を ON にして電源
を入れてください。

運転のしかた（続き）
３　試運転…作動に異常がある場合は明治指定サービス店ヘご連絡ください。
本機は、圧縮機運転制御方式として、「ECOMODE制御」と「PUSC制御」を選択してご使用いただけます。
運転制御方式についてはP.10を参照してください。（工場出荷時は「ECOMODE制御」となっています。）

 注意
１．安全弁の作動確認の際、圧縮空気が噴出しますので、顔を安全弁の前に近づけないでください。（けがの原因となります。）
２．安全弁の作動確認の際、空気の吹き出しにより、大きな音が出ますが故障ではありません。
　　吹き出す音に驚かれてけがをしないようにご注意ください。

でのもるよに下低度温はれこ、がすまりあが合場るす下低が示表力圧、後了終転運縮圧、で態状たしに閉全を弁 ．空気３ 異常では
ありません。

あはで常異がすまい行を転運縮圧らか力圧い低りよ力圧帰復、めたう行を）秒１約（減軽荷負、きとるす動起再 ．４ りません。
５．運転中に異常振動や異常音がする場合は、P.20 を参照し調整してください。
６．停電および雷の場合、必ず元電源開閉器を切ってください。（破損・事故の原因となります。）

すプッリトがヤイラドーアエ、とすまし転運度再に内以分１、後たっ切を器閉開源電元、し押をチッイス止停 ．７ る場合があります。

 警告
っなと温高はどな弁空気・クンタ気空・管配出吐・ダンリシ・ドッヘダンリシは）上以分03（間のくらばし後直止停転運や中転運 ．１

ておりますので触れないでください。（やけどの原因となります。）
が力圧、は合場るいてし止停で態状転運式器閉開力圧に特。すで険危変大はとこるけづ近をどな手に物転回は中転運 ．２ 低下する

と自動的に運転を開始しますのでご注意ください。（けがや事故の原因となります。）

し認確を計力圧発蒸合場の型載搭・蔵内ヤイラドーアエ ．３
てください。周囲温度に対して停止時の蒸発圧力計の表示
が下表の「停止中の蒸発圧力の目安」を下回っており、運
転を開始しても緑枠に対して低い値を示す場合は、冷媒ガ
スの抜けが推定されます。

停止中の蒸発圧力の目安

DPFM-55,75B

DPFM-110B

5℃

20℃
30℃ 40℃

5℃

20℃ 30℃

40℃

周囲温度 ℃ 5

5

40

40

30

30

20

20

蒸発圧力計 MPa 0.47 0.67 0.92

周囲温度 ℃

蒸発圧力計 MPa 1.441.080.780.45

はていつに型載搭・蔵内ヤイラドーアエ ．４
運転選択 スイッチを押し、エアードライヤ
運転制御方式を選択してください。

　　○ドライヤ先行運転
　　○ドライヤ同時運転

工場出荷時は「ドライヤ先行運転」となっています。
運転方式の選択は圧縮機停止時のみ有効です。（ ）

  ．5 運転スイッチを押してください。

とるす示表を力圧動作が力圧、し昇上が力圧、じ閉を弁空気 ．6
圧力上昇が止まることを確認してください。

をルドンピスの弁安全で近付力圧動作 ．7
軽く引っ張り作動を確認してください。

だくてし認確をとこるす動起再で力圧帰復、せさ下降を力圧 ．8
さい。

「ECOMODE 制御」の場合、初回は作動圧力で停止しますが
２回目以降は、自動で作動圧力を下げます。

復帰圧力 5.5kW  ：0.78MPa
7.5,11kW  ：0.70MPa   

作動圧力 5.5kW  ：0.93MPa
7.5,11kW  ：0.85MPa  

ィデルタジデ、てしに開全を弁空気、し押をチッイス 止停  ．9
スプレイの圧力表示が 0.00MPaになったことを確認して
から元電源開閉器を OFF にしてください。元電源開閉器を 
OFF にしても圧縮機運転制御およびエアードライヤ運転
制御方式は保持されます。再度運転開始する場合には、元電源
開閉器を ON にした後、エアードライヤ運転制御方式を確
認してから 運転 スイッチを押してください。

緑枠

ドライヤ先行運転選択 ドライヤ同時運転選択

ドライエアー使用可能

圧縮空気使用可能

約 5分でドライエアー供給

エアードライヤ先行運転開始。 エアードライヤ、圧縮機運転
開始。10 分以上無負荷運転に
て試運転してください。

始動 5分くらいで蒸発圧力計の指針が
緑枠内になることを確認してください。

エアードライヤ準備完了
圧縮機運転開始

10 分以上無負荷運転

➡引っ張る

0.25



手　　　順 デジタルディスプレイ

表力圧にイレプスィデルタジデ ．１
示されているか確認してくださ
い。

け続し押間秒3をチッイス止停 ．２

されます。

とす押をチッイス転運に次 ．３

動復帰設定となります。
、は合場るす除解を帰復動自電停 ．４

手順1～3の操作を行い、表示

てください。

力圧に後秒3で態状のままのそ ．５
表示に戻ります。

デジタルディスプレイ 運転スイッチ 停止スイッチ
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 注意
。すまりなと因原の動振常異りだん込吸をリコホ。いさだくでいなしにままたし放開をアドは中転運 ．１

。いさだくてし認確をとこるいてれさ定固りかっしがアドの側左にチッャキトッネグマ、後ため閉をアド ．２
中転運機縮圧は）みの型載搭・蔵内ヤイラドーアエ（式方御制転運ヤイラドーアエびよお式方御制転運機縮圧 ．３ に

は変更できません。変更するときは、停止スイッチを押してから行ってください。停止スイッチを押すと圧縮機がま
ず停止し、エアードライヤは５分後に停止します。エアードライヤが停止しなくても圧縮機運転制御方式および
エアードライヤ運転制御方式の変更はできます。

示表は力圧とる切を器閉開源電元びよお時電停。いさだくてしに  FFO  を器閉開源電元ず必、合場の雷びよお電停 ．４
   NO を器閉開源電元、は合場るせさ動起再を）型載搭・蔵内ヤイラドーアエ（。DPFM-55B,75B,110Bんせまれさ

にしてからエアードライヤ運転選択スイッチを再確認の上、運転スイッチを押してください。
か働が御制減軽荷負。いさだくでいなわ行はFFO ,NOの転運るよに器閉開源電元ので態状たし定設を帰復動自電停 ．５

ず、製品寿命が低下します。

運転のしかた（続き）
４　日常（定常）運転
●運転
１．空気出口の空気弁を全開にしてください。
２．  が器断遮電漏 ON  になっていることを確認してください。

を器閉開源電元 ．３ ON にして電源を入れてください。
ヤイラドーアエ、式方御制転運機縮圧、てじ応に要必 ．４

内蔵・搭載型については、エアードライヤ運転制御
方式を選択してください。

５．運転スイッチを押してください。
６．その後、自動運転となります。

●停止
１．停止スイッチを押してください。

に前るなにaPM00.0が力圧の内クンタ気空は後止停 ．２
ドレンを抜いてください。（P.20 参照）

の内クンタ気空てしに開全を弁の空気どなクンタ型立 ．３
圧力を 0.00MPa にしてください。

４．元電源開閉器を OFF にしてください。
５．漏電遮断器を OFF にしてください。
６．空気出口の空気弁を全閉にしてください。

ッコンレド、し認確をとこたっなにaPM00.0が力圧 ．７
クを全閉にしてください。

停機縮圧、はていつに型載搭・蔵内ヤイラドーアエ ．８
止５分後にエアードライヤが停止します。

本機は標準状態では停電時に自動的に運転復帰致しません。
自動復帰させるには、右記のように操作パネル上のスイッチ操作を
行い、停電自動復帰を設定してください。

停電自動復帰について

 警告
部内ジーケッパ、でのすまし止停、転運に的動自、りよに化変の力圧内クンタ気空、はで態状たれ入を器閉開源電元 ．１

を確認する際は、元電源開閉器を  OFF  にしてください。
２．運転中および停止直後、圧縮機は高温になりますので手を触れないでください。（やけどの原因となります。）

る切を源電元でどな検点守保。すまりあが合場るす動起が機縮圧に時同と帰復源電、合場たし定設に帰復動自電停 ．３ 場
合は、必ず停止スイッチを押してから元電源開閉器を切ってください。

停電自動復帰の設定を行わなくても３秒後に圧力表示に戻ります。
なお、停電自動復帰を設定した場合、DPFM55B,75B,110B（エアー
ドライヤ内蔵・搭載型）は、エアードライヤの再起動保護のため
電源復帰後、１分間はエアードライヤが起動しません。エアードラ
イヤが再起動するまでは圧縮機も起動しません。電源復帰後に圧
縮機が再起動するまでの時間は下記のようになります。

エアードライヤ先行運転の場合……約６分後再起動
エアードライヤ同時運転の場合……約１分後再起動



機　種 A(D)PFM-55B A(D)PFM-75B
A(D)PFM-110B

58.039.0）aPM（力圧高最
07.087.0）aPM（力圧帰復

手　順 デジタルディスプレイ表示

１．デジタルディスプレイに圧力が表示されているか確認してください。 空気タンク内圧力が
0.00MPa の場合

てけ続し押間秒５に時同をチッイス転運らがなし押をチッイス止停 ．２
ください。表示が PCに変わります。

３．作動圧力を変更するには
。いさだくてし押をチッイス転運　 　　

　　　表示がH0.85（標準の作動圧力0.85MPaの場合）に変わります。
（標準状態の場合）

４．・停止スイッチを押すと 0.01MPa ずつ設定圧力が下降します。

・運転スイッチを押すと 0.01MPa ずつ設定圧力が上昇します。

表。いさだくてし押をチッイス替切示表らたしまし定決が力圧定設 ．５ 
示が PCに戻ります

６．再度表示切替スイッチを押すと圧力表示に戻ります。

７．復帰圧力を変更するには
復の準標（07.OLを示表し押をチッイス止停で）CPが示表（３順手 　 　

帰圧力0.70MPaの場合）にして、手順４以降の設定をしてください。
（標準状態の場合）

位単更変幅力圧力圧帰復力圧動作種機

A(D)PFM-55B
標準状態 0.15MPa －0.78MPa0.93MPa
変更可能範囲  0.93 ～ 0.65MPa  0.83 ～ 0.55MPa ※1 0.1MPa 以上  0.01MPa ステップ

A(D)PFM-75B
A(D)PFM-110B

標準状態 0.85MP 0.70MPa 0.15MPa －
変更可能範囲 0.85 ～ 0.65MPa   0.75 ～ 0.55MPa ※1 0.1MPa 以上  0.01MPa ステップ

未aPM1.0は幅力圧。いさだくてし置設を）L032(クンタ型立途別、めたの減低度頻動起はに合場るす定設に下以aPM41.0を幅力圧 　1※
満に設定できません

※2　※1の対応をしない場合、設定可能な作動圧力は0.93 ～ 0.70MPa、復帰圧力は0.78 ～ 0.55MPaです。(5.5kW)
　※1の対応をしない場合、設定可能な作動圧力は0.85 ～ 0.70MPa、復帰圧力は0.70 ～ 0.55MPaです。(7.5,11kW)

デジタル
ディスプレイ

手順５，６

手順２，４，７

手順２，３，４
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運転制御圧力の変更方法
本機は操作パネル上のスイッチ操作により、運転制御圧力を変更できます。
最高圧力を必要に応じて下げることで動力の無駄を省き、省エネ運転が可能です。

■運転制御圧力変更の準備
　１．元電源開閉器を入れ、本機を停止状態にします。
　２．空気タンク内に圧力が残っている場合には、0.48MPa 以下に下げてください。
　　　タンク内圧力が 0.49MPa 以上では運転制御圧力変更の操作ができません。
■運転制御圧力の変更方法
　運転制御圧力は操作パネル上の次のスイッチで作動圧力と復帰圧力をそれぞれ設定してください。

デジタルディスプレイが圧力表示している時に表示切替スイッチを３秒間押し続けると、作動圧力・復帰圧力の順
に各３秒間設定圧力を表示し、圧力表示に戻ります。

圧力変更可能範囲

標準状態（工場出荷時）の運転制御圧力は次の通りです。



理処・領要目項検点

点検整備時間

備考日常 
（毎日）

250 
時間ごと

3,000 
時間ごと

10,000 
時間ごと

12,000 
時間ごと

1か月ごと 1年ごと ３年ごと 4年ごと

パ

ケ

ジ
オ
イ
ル
フ
リ

空気タンク内のドレン抜き 1日の作業が終わったら空気タンク内
のドレンを抜いてください ○ P.20 参照

ドレンコック・
ナイロンチューブの目詰まり

ドレンコックおよびナイロンチューブ
の詰まり、空気の漏れの有無確認 ○ ○ ● ○ P.20 参照

異常振動、異常音など 異常のある場合は、設置方法点検 ○ P.20 参照

○○○○認確を態状動作認確動作の弁安全 P.15・20 参照
異常があれば交換

換交ばれあが常異○●○○認確を態状動作認確動作の弁磁電

電磁開閉器 作動状態を確認
接点摩耗の確認 ○ ○ ○ 異常があれば交換

ボルト・ネジ・ナットの緩み 正規のスパナ・ネジ回しにて完全に締
め付けてください ○ ○ ○ ○

吸込ろ過器、クランク室呼吸
フィルタの汚れ、目詰まり

ブラシなどで清掃、エアー吹き、内・
外部両方より行ってください ○ ● ● ● P.21 参照

吸込ろ過器の緩み
吸込ろ過器のシリンダヘッドへのねじ込み部
に緩みがないか確認
緩みがある場合はしっかり締め付ける

○ ○ ○ ○ P.21 参照

アンローダ配管
（ナイロンチューブ）

継手ナット部の緩み、空気漏れの確認
ナイロンチューブの損傷を確認 ○ ● ○ ナットが緩んだ場合は増し締め

チューブ損傷の場合は交換

空気弁の漏れ 圧力降下が規定値以内かどうか確認
（P.22 参照） ○ ● ○ P.22 参照

Ｖベルトの伸び・いたみ いたんだＶベルトは交換、伸びている場合は
電動機をスライドさせて調整してください ○ ● ○ P.22 参照

プーリガイド 破損の有無確認 ○ ○ ○ 異常があれば交換

○●○認確をさ高け付り取ムゴ振防ムゴ振防 異常があれば交換
（P.20 参照）

ピストンリング 空気タンク充填時間を点検、半径方向
の厚さの点検 ○ ● ○ 限界摩耗に達した場合

セットで交換
（P.22 参照）ガイドリング 半径方向の厚さの点検 ○ ● ○

軸
受

○●○検点れ漏スーリグ、況状転回受軸玉 異常がある場合は購入先
または、最寄りの明治指
定サービス店で修理○●○検点化劣のスーリグ、況状転回受軸ロコ状針

ピストンピン ピン表面の摩耗、傷の確認
（金属部、樹脂部） ○ ● ○ 異常があれば交換

アンローダピストン 部・先端部の摩耗、グリースの 
劣化点検 ○ ● ○ 異常があれば交換

シリンダ 内面状況の点検 ○ ○ ○ 異常があれば交換
推奨交換時期は※１参照

クランク室、軸受箱、
クランク軸 軸受挿入部寸法の確認 ○ 異常があれば交換

推奨交換時期は※１参照

空気タンク 胴・鏡板・管座などの破損有無確認
付着した異物の除去 ○ ○ ○ 異常があれば交換

※２参照

電気部品・スイッチ・計器類 端子接続部緩み・配線被膜損傷の有無
確認 ○ ○ ○ 異常があれば交換

電動機

電動機の絶縁点検
（DC500V 絶縁抵抗計にて1MΩ以上） ○ 絶縁抵抗が1MΩ未満の場合は

電動機交換
回転に異常があれば軸受交換※3

電動機は 40,000 時間で交換電動機軸の回転状況、グリース漏れの
確認 ○ ○ ○
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保守・点検
パッケージオイルフリーコンプレッサを良い状態で永くご使用いただくために、日常の点検整備が大切です。下記一覧表
の時期で点検、整備を実施してください。



理処・領要目項検点

点検整備時間

備考日常 
（毎日）

250 
時間ごと

3,000 
時間ごと

10,000 
時間ごと

12,000 
時間ごと

1か月ごと 1年ごと ３年ごと 4年ごと

エ
ア

ド
ラ
イ
ヤ

警報表示の確認 操作パネル内のドライヤ異常ランプ
の点灯確認 ○ P.25 参照

○認確無有のれ漏媒冷計力圧発蒸 P.25 参照

○認確の無有のどな音常異・動振常異体全

オートドレントラップ 作動確認（毎日）
ストレーナの分解清掃（毎月）

○ ○ ○ ○ ○ 異常があれば交換
（Ｐ .21 参照）

照参12.P○○○○掃清の面表ンィフ器縮凝器縮凝

電気部品・スイッチ・計器類 端子接続部緩み・接点摩耗・配線被膜
損傷の有無確認 ○ ○ ○

点検・整備は購入先又は
最寄りの明治指定サービ
ス店にご連絡ください
異常があれば交換

熱交換器 エアー漏れ・冷媒漏れの有無確認 ○

冷媒回路 冷媒漏れの有無確認 ○

ファンコントロールスイッチ 作動確認 ○ ○ ●

冷凍機※4 作動の確認・冷媒漏れの有無確認 ○

点検・整備は購入先又は
最寄りの明治指定サービ
ス店にご連絡ください

運転コンデンサ※4 点検 ○

凝縮器用ファンモータ※4 作動の確認 ○
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保守・点検（続き）

 注意
１．    一覧表の時期は、保守点検、オーバーホール時期を示すもので、各部品の保証期間を示すものではありません。
２．○印は運転開始後あるいは部品交換後からの時間、●印は部品交換時間を示します。

異少多は間時備整検点記上、りよに）どな度湿、度温（態状用使。すで合場の用使な的準標は間時備整検点たげあに表 ．３ なり
ますので使用状態が過酷な場合は点検整備間隔を短くしてください。

。んせましたい示表は間時転運のヤイラドーアエ、し示表を間時転運のーコンプレッサリフルイオジーケッパは間時転運 ．４
５．点検整備は、運転時間または年数のうちどちらか早く達した時点で行ってください。
６． 部の点検整備は購入先または最寄りの明治指定サービス店（別紙参照）に依頼してください。
７．圧縮機本体の分解整備を行う際には、必ずパッキンを新品に交換してください。

 警告
っ行を備整検点ず必、でのすまりあが合場る至に）損破（故事な大重、合場たし続継を転運でいなし施実を備整検点 ．１ てくだ

さい。
２．保守点検を行う場合は元電源開閉器を切り、空気タンク内の圧縮空気を完全に抜いてから行ってください。

※ 1　20,000 時間（または６年）ごとの交換を推奨します。使用状態が過酷な場合は早めの交換を推奨します。
食腐はで）どな区地害塩、所場い多がスガ気排、境環食腐（所場な酷過が境環用使。すまし食腐が面内りよに用使はクンタ気空 　2※

の進行が早くなります。
※３　電動機の軸受の交換は 20,000 時間ごとに実施してください。使用状況が過酷な場合は早めの交換をお願いします。
※４　計画的な予防保全を実施する場合、概ね 20,000 時間を目安に交換を推奨します。



型式 防振ゴム取付高さ

A(D)PFM-55B
23mm

A(D)PFM-75B

A(D)PFM-110B 33mm

ドレンコック
毎日ドレンを抜いて
ください

防振ゴム
取付高さ

A矢視
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保守・点検（続き）
日常の点検・手入れ

●ドレン抜き
　 一日の作業が終わりましたら元電源開閉器スイッチを切り、
空気タンク内のドレンおよび圧縮空気を抜いてください。
　 ドレンには、空気タンク内に発生した 含むことがあるた
め、赤茶色のドレンを排出することがあります。
　 本機のドレン排出構造は、吸い上げ方式となっているため、
空気タンク内に圧力が残っている状態でドレンを排出してく
ださい。
　 空気タンク内の圧力が高い場合、ドレンが飛び散る場合があ
りますので、ご注意ください。

●異常振動,  異常音がある場合は次のことを確認してください。
　①ボルト・輸送用止め金具が取り外されていること。（P.3 参照）
　② 動,  騒音が大きくなっていないか。

。（P.5 参照）
　③ボルト,  ネジ類に緩みがないか。緩みがある場合は締め付けてください。
　④圧縮機本体、電動機から異常音を発生していないか、可動部で他と接触している箇所はないか。
　⑤防振ゴム取付高さ寸法が下表の交換基準以下になった場合はセットで新品と交換してください。

　 ⑥ 据え付け場所の床の強度がなく振動,  騒音が大きくなっていないか。床の強度がない場合は強度のある場所への移設
または床の強度向上を図ってください。

　※④⑤の場合は明治指定サービス店にご連絡ください。

●安全弁の作動確認
　 左側のドアを開け作動圧力付近で安全弁のスピンドルを軽く引っ張り、安全弁が作動し空気を排出することを確認して
ください。また最高圧力以下で作動しないことを確認してください。

 注意
１． 安全弁は空気タンク内の圧力が規定以上になると作動して、圧縮機および電動機の過負荷や空気タンクの破損を防止する重

要な安全装置です。
２． 安全弁が作動した場合や、安全弁の調整を必要とする場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店にお問い合わせ

ください。

●オートドレントラップの電磁弁の作動確認およびドレン抜き（エアードライヤ内蔵・搭載型のみ）
　 圧縮機運転中に約１分間に１回、オートドレントラップの電磁弁が作動しますので、ドレンが排出されることを確認
してください。圧縮機停止中およびアンロード運転中はオートドレントラップは作動しません。ドレンが排出されな
い場合は、P.25 を参照してください。



エアー抜きバルブ

オートドレントラップ

吸込ろ過器
フィルタ

カバー 蝶ボルト カバー
蝶ナット

クランク室
ブリーザフィルタ

クランク室ブリーザ器過ろ込吸
A(D)PFM-55B,75B,110B

キャッチ

吸込ろ過器
蝶ボルト

カバー

A(D)FPM-55B,75B,110B
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●オートドレントラップのメッシュフィルタ清掃
　（エアードライヤ内蔵・搭載型のみ）

　
　

弁の配磁電）みの DPFM-55B,75B（け開をアドの側左 ①　
線（コネクタ）を抜いてください。

ッロらがなえさおをプッャキのナーレトスで等ナパス ②　
クナットを回してはずし、右図の様にメッシュフィル
タを取り出して水洗いしてください。点検が遅れます
と、ゴミなどの目詰まりにより、ドレンが出なくなる
ため、吐出し空気にドレンが混入します。

なら入がミゴに内ィデボ、はに際の解分ナーレトス 　　
いように注意してフィルタをはずしてください。ボディ内にゴミが混入しますと、電磁弁故障の原因となります。
万一、ボディ内にゴミが入った場合には、丁寧に清掃してください。

発誘のれ割はけ付め締な度過。すましい願おにうよいなぎ過め締く強をトッナクッロはに際るて立組をナーレトス ③　 や
破損等に至る恐れがありますのでご注意ください。

あがれ漏ーアエ。いさだくてし認確をとこい無がれ漏ーアエ、し転運を機縮圧、後たけ付組をプッラトンレドトーオ ④　
る場合には圧力を一旦抜き、再度点検・ご確認をお願いします。不明の場合には購入先、またはお近くの明治指定サービ
す店にご連絡ください。

保守・点検（続き）
250 時間または毎月ごとの点検整備
●吸込ろ過器,  クランク室呼吸フィルタの点検・清掃

外をーバカのタルィフ吸呼室クンラクはたま  ,器過ろ込吸 ①　
してください。

外を物め詰のタルィフ吸呼室クンラクはたま  ,器過ろ込吸 ②　
し、ブラシで清掃後エアー吹きしてください。

いでん緩が部ジネのドッヘダンリシるけ付組を器過ろ込吸 ③　
ないか確認してください。

　　緩んでいる場合は、しっかり締めてください。

 注意
。いさだくてし意注にうよいなら入に口や目が埃んじは時掃清 ．１

機縮圧や下低の量気空し出吐、とすまりなに用使ごままのそは合場いし激がりま詰目、れ汚の物め詰器過ろ込吸 ．２ 、吸込ろ過
器の破損につながる場合がありますので新品と交換してください。

寿受軸の機縮圧とすまりなに用使ごままのそ、は合場いし激がりま詰目、れ汚の物め詰タルィフ吸呼室クンラク ．３ 命低下、破
損につながる場合がありますので、新品に交換してください。

）。すまりなと因原の損破（。いさだくてしにうよいなら入が物異らか部込吸はに時掃清・検点の物め詰器過ろ込吸 ．４
器過ろ込吸、りたし耗摩が部ジネのドッヘダンリシるけ付組を器過ろ込吸、とるす用使ままだん緩が器過ろ込吸 ．５ が脱落する

ことがあります。
さだく用利ご、でのすまりおてし意用ごをタルィフんじ防でンョシプオ、はに合場の用使ごで境環い多のんじ粉 ．６ い。（P.29参照）

清掃,  点検の際には、必ず元電源開閉器を切り、エアー
抜きバルブを開いて空気タンク内に残圧が無いことを
確認してから実施してください。

ストレーナ
キャップ
メッシュフィルタ
ボ デ ィ
ロックナット

電磁弁

エアーガンによる清掃 毛ブラシによる清掃

●エアードライヤ凝縮器の清掃（エアードライヤ内蔵・搭載型のみ）
ますりまつが物異のどなりち、りこほに器縮凝ヤイラドーアエ 　

と、放熱効果が悪くなるばかりか、ひどいときには安全装置が
作動し、エアードライヤが停止する場合があり ます。定期的
に毛の長いブラシ、またはエアーガンを使用してきれいに清掃
してください。このとき、フィンを変形させないように注意深
く行ってください。

だくてし意注にうよいなら入に口や目が埃んじは時掃清、たま 　
さい。



A(D)PFM-55B　 　　A(D)PFM-75B,110B

ピストンリング  ガイドリング　 ピストンリング  ガイドリング

半径方向初期厚さ 
（mm） 6.5 2.0 6.5 2.7

半径方向限界厚さ 
（mm） 4.9 1.6 4.9 2.0

型　式 Ｖベルト張り確認時の力 
F(kgf)

適正値 
δ (mm)

A(D)PFM-  55B　5 3 ～ 4
（新品ベルト 4～ 5）

7.0

A(D)PFM-  55B　6 7.5

A(D)PFM-  75B　5 4 ～ 5
（新品ベルト5～6.5）

7.5

A(D)PFM-  75B　6 7.0

A(D)PFM-110B　5 5 ～ 6
（新品ベルト5.5～7）

8.0

A(D)PFM-110B　6 8.5

ピストンリングの厚さ測定

ガイドリングの厚さ測定

半径方向厚さ 半径方向厚さ
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保守・点検

●Ｖベルトの調整
認確りよに表右かうどか正適が合具り張のトルベＶ ①　

してください。
し生発を音常異、損破しプッリスとい緩がトルベＶ ②　

ます。
やれずに心中の溝Ｖのリープ機動電とリープ機縮圧 ③　

傾きがないか確認してください。

※ずれや傾きが 2mm以下になるように調整してください

●ピストンリング、ガイドリングの点検
。いさだくてし換交と品新でトッセらたし耗摩でまさ厚の表下もで本1 　

ピストンリング・ガイドリングの点検時に厚さを測定して、巻末の点検
整備記録表に記録し、リング交換時期の目安としてください。
限界厚さ以下での運転は絶対にしないでください。

 注意
こるあでaPM00.0、が示表力圧のイレプスィデルタジデ、き抜を気空縮圧の内クンタ気空、は合場う行を解分等換交品部 ．１

とを確認の上、必ず元電源開閉器を　　　 にしてから実施してください。
に内クンタ気空、き開をブルバき抜ーアエの部内ジーケッパ、でのんせまれさ示表は力圧とるすに 　　　を器閉開源電元 　　

残圧がないことを確認してください。
しなに対絶は用使の上以れそ。すで間時換交が間時000,01で用使な的準標、は受軸各、グンリガイド、グンリントスピ ．２

いでください。
３．Ｖベルトを強く張り過ぎますと、軸受寿命を低下させます。張り過ぎに注意してください。

し意注にうよいなの着付どなんじ粉  ,分油。すませさ下低を命寿のトルベＶ、とすまし着付がどなんじ粉  ,分油にトルベＶ ．４
てください。

OFF
OFF

3,OOO時間または毎年ごとの点検整備
●空気弁の漏れ確認

を弁の空気）L082：Wk11  ,L032：Wk5.7  , L061：Wk5.5（クンタ型立 　
閉じて、圧縮機を運転し、最高圧力で停止したら停止スイッチを押してくださ
い。圧縮機停止後 5分経過したら※圧力表示を確認、その後 30 分間放置し
圧力降下が 20%以内であることを確認してください。ただし、逆止弁を設け
ている場合・立型タンクを接続していない、または上記容積と異なる立型タン
クを接続している場合等は、パッケージオイルフリーコンプレッサの空気弁を
閉じて、内蔵タンクのみの圧力降下が５分間放置し 20%以内であることを確
認してください。

まいてっなく多がれ漏の他のそ、れ漏の弁気空は合場るえ超を記上が下降力圧 　
すので、明治指定サービス店へ点検をご依頼ください。
　※空気タンク内温度低下による圧力降下の影響を少なくするため。

●アンローダピストンの点検
　アンローダピストンの作動頻度が多い場合にはアンローダピストンの点検整備時間を縮めてください。（P.18参照）

2mm以下



最高圧力 
（MPa）

内蔵空気タンク 
容積（L）

充填時間 
（秒）

APFM-55B
0.93

32

25

82DPFM-55B

APFM-75B

0.85

17

91DPFM-75B

APFM-110B 13

51DPFM-110B

空気弁、ドレンコック
を閉じてから運転して
ください。
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。すまし示表に互交を力圧と間時転運がイレプスィデルタジデ、し灯点がプンラスンナテンメとるえ超を間時005,9 ●
その時点で購入先または最寄りの明治指定サービス店に連絡をし、オーバーホールの計画を立ててください。点滅表
示およびメンテナンスランプの点灯はサービスマンがリセットするまで解除できませんのでご注意ください。

保守・点検（続き）
10,000 時間または３年ごとの点検整備

●軸受の点検・交換
グに量多、りたっかなでズームスが転回。すまいてし用使をグンリアベドルーシたし封密をスーリグ性熱耐、は受軸各 　

リースが漏れていますと事故の原因となりますので、購入先または最寄りの明治指定サービス店にて修理してください。

①１か月ごと（湿気によるグリース寿命低下防止）
　・30分以上の無負荷運転を行ってください。
② 6
　下記要領にて運転してください。
　１．無負荷運転 10 分
　２．昇圧して制御圧力を確認する。（P.17 参照）

　３．その後さらに無負荷にて 10分運転した後停止。
。いさだくてし出排に全完をンレドの内クンタ気空 ．４　

③保管場所
　保管場所は下記のような場所を選んでください。
　・湿気の少ない場所
　・ゴミやほこりの掛からない場所

1 か月以上運転を休む場合

機能点検
空気タンク充填時間
空気弁、ドレンコック、エアー抜きバルブを閉じて空
気タンクの圧力が 0.00MPa ～最高圧力に達するまで
の標準充填時間は次の通りです。

上記以上の時間がかかる場合は各部の漏れ、空気弁
の異常、吸込ろ過器フィルタの目詰まりなどが考え
られますので点検を行ってください。



因　　原象　　現 手　当　て　法

起
　
動
　
し
　
な
　
い

電動機が 
回転しない

換交線断の線配

換交障故の板基御制

制御基板のヒューズ断線 ヒューズを交換

換交常異の機動電

電圧降下（配線が細い） 電源配線を規定のものに交換

換交をトッセ弁気空はたま、掃清れ漏の弁気空

電磁開閉器のサーマルリレー作動
（　　　　　表示）（P.26 参照）

作動の原因を取り除き、サーマルリレーのリセットを行う
原因不明の場合は、明治指定サービス店へ連絡

起
　
動
　
す
　
る

圧力が上昇しな
い、または上昇
するが時間がか
かる

ドレンコック部の漏れ 締め忘れの場合は締め直す 
締め直しても漏れのある場合は新品と交換

パッキン、ネジ部からの漏れ ネジ、ボルトを締め直す 
パッキン不良の場合は交換

安全弁からの漏れ 安全弁を交換

換交をトッセ弁気空はたま、掃清れ漏の弁気空

吸込ろ過器詰め物の目詰まり 清掃、エアー吹き、汚れのひどい場合は交換

ピストンリングの摩耗 リングセットで交換

三方電磁弁の故障 交換

規定圧力以上に
圧力が上昇する

換交障故の板基御制

三方電磁弁の故障 交換

異常音がする

）照参を5.P（す直し置設に平水良不け付え据

）照参を02.P（換交常異のムゴ振防

ピストンが空気弁に当たる パッキンまたはニードルベアリングを交換

換交は合場いどひがみたい、し直り張み緩のトルベＶ

換交良不の受軸

換交常異の機動電

換交耗摩の品部

電動機が 
過熱する 換交良不の機動電

安全弁が
作動する

圧力制御機器の故障
購入先または明治指定サービス店へ連絡

安全弁の故障
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故障の原因とその手当て法
万一故障の場合は、原因とその手当法について下表にまとめましたのでご活用ください。
●パッケージオイルフリーコンプレッサ

 注意
１．　　　　部の処置は、購入先または最寄りの明治指定サービス店に依頼してください。

明治指定サービス店のり寄最は定設、換交の板基御制。すまりなに要必が定設の報情種機、はに際るす換交を板基御制 ．２
ご依頼ください。

5r rE



因　　原象　　現 手　当　て　法

冷凍機、ファンモータが
起動しない
（  表示）

るすにうよるなに内以%01±圧電格定い低が圧電源電

換交障故の機凍冷

ファンモータの故障 交換

モータプロテクタの故障 交換
エアードライヤの前後で圧力
損失が生じる 空気回路の詰まり又は熱交換器が凍結

末端から
水が出る

蒸発圧力計の
指針が緑枠内

換交

明治指定サービス店へ連絡

明治指定サービス店へ連絡

りま詰の器換交熱

オートドレントラップの電磁弁故障 交換
オートドレントラップのメッシュフィルタ 
目詰まり メッシュフィルタの清掃（P.21 参照）

蒸発圧力計の
指針が緑枠を
越えている

るすに下以℃04を度温囲周い高が度温囲周

査調をれ漏スガ下低が力能却冷

換交を品部りま詰の路回媒冷

）照参12.P（掃清りま詰目の器縮凝
ファンコントロール圧力スイッチの故障又は
焼損、ファンモータの故障 交換

オートドレントラップから
ドレンが排出されない

オートドレントラップのメッシュフィルタ 
目詰まり メッシュフィルタの清掃（P.21 参照）

換交障故の弁磁電

換交障故の板基御制

運転中、ドライヤ異常
ランプが点灯し停止する
（  または

 表示）

るすに下以℃04を度温囲周い高が度温囲周

換交損焼機凍冷

モータプロテクタの誤動作又は焼損 交換
ファンコントロール圧力スイッチの故障又は
焼損、ファンモータの故障 交換

）照参12.P（掃清りま詰目の器縮凝

るすにうよるなに内以%01±圧電格定常異が圧電

リレーの故障、ヒューズ断線 交換
運転中、蒸発圧力計の指針が緑枠
より異常に低い値を示す れ漏媒冷

 注意
１．　　　　部の処置は、購入先または最寄りの明治指定サービス店に依頼してください。

明治指定サービス店のり寄最は定設、換交の板基御制。すまりなに要必が定設の報情種機、はに際るす換交を板基御制 ．２
ご依頼ください。

E rr 3
E rr 4
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故障の原因とその手当て法

ドライヤ異常ランプが点灯したら
周囲温度が高い、または運転・停止を繰り返した場合、ドライヤ異常ランプが点灯し運転を停止します。

を器閉開源電元び再ていおを間時上以分1、で上たし認確かるいてっなに下以℃04が度温囲周、り切を器閉開源電元 ．１　 入れ
てください。また、エアードライヤ排気口がふさがっていないか確認してください。

　　　運転中に周囲温度が 5～ 40℃となるように換気を行ってください。
い問おに明治指定サービス店は合場たし生発が常異ヤイラドび再、後認確をとこるあで℃04～5が度温囲周 ．２　 合わせく

ださい。

デジタルディスプレイのエラー表示とエラー内容について
……エアードライヤの冷媒圧力が高くなっています。

のヤイラドーアエはたま、）動作のタクテロプターモ（流電過や熱過の機凍冷 ……
リレーの故障、ヒューズ断線等が考えられます。

●エアードライヤ部



エラー表示 エラー内容 手　当　て　法

E rr 1 メモリ異常
元電源開閉器を切り、再び元電源開閉器を入れエラーが表示さ
れなければ異常ありません。再発する場合には、制御基板を交
換してください。（明治指定サービス店で修理）

E rr 2 圧縮機高圧異常
圧力表示と外部圧力計の値を比較してください。同じ場合には、
安全弁を交換してください。異なる場合には圧力センサまたは
制御基板を交換してください。（明治指定サービス店で修理）

E rr 3 エアードライヤ高圧異常

次の場合はその原因を取り除いてください。
・周囲温度が 40℃以上である
・凝縮器フィンが汚れで目詰まりしている
・エアードライヤ排気口の通気性が悪い。
原因不明の場合は、明治指定サービス店にご連絡ください。

E rr 4 エアードライヤトリップ
周囲温度が 40℃以下であることを確認してください。40℃以
下でエラーが再発する場合には、明治指定サービス店にご連絡
ください。（明治指定サービス店で修理）

E rr 5 圧縮機サーマルトリップ
作動の原因を取り除き、サーマルリレーのリセットを行ってく
ださい。
原因不明の場合は、明治指定サービス店にご連絡ください。

E rr 9 。いさだく明治指定サービス店にご連絡

。いさだく明治指定サービス店にご連絡

常異リモメ

E 1r 0

。いさだく明治指定サービス店にご連絡

常異サンセ力圧

E 2r 1 ーラエ知検相逆

－ Er － ）照参を8.P（。いさだくてえ替れ入を本２、ちうの本３線配源電ーラエ相逆

E rr 5

リセットボタン
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　①元電源開閉器を切る。
　②サーマルトリップの原因を確認し、原因がある場合には取り除く。
　　・周囲温度（40℃以下） ・電源電圧（定格電圧±10％以内） ・圧力異常
　　・配線太さ（P. ７参照） ・空気弁の異常（P.22, 23 参照） ・三方電磁弁の異常　など
　③サーマルリレーのリセットを行う。

いてい付が）色青（ンタボトッセリのーレリルマーサに器閉開磁電、るいてし蔵内にスクッボ子端のルネパトイラ 　　 ま
す。（下図参照）

　④元電源開閉器を入れ、デジタルディスプレイのエラー表示が消えていることを確認し、運転スイッチを押してください。
明治指定のり寄最はたま先入購ご、はに合場の明不が因原のプッリトルマーサはたま、合場るれさ示表がーラエび再 ⑤　

サービス店にお問い合わせください。

故障の原因とその手当て法（続き）

その他のエラー表示については最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。

●エラー表示について

圧縮機サーマルトリップ発生時の対処方法

、し示表に互交をーラエす示を容内の常異と力圧内クンタ気空にイレプスィデルタジデ、はに合場たし生発が常異 　
圧縮機は停止します。下記をご参照いただき、適切な処置を行ってください。

圧縮機サーマルトリップが表示された場合には、以下に従い、エラー解除の処置を行ってください。
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故障の原因とその手当て法（続き）

●設定手順
同をチッイス択選転運ヤイラドーアエとチッイス止停、は合場るいてし生発が）4 ,3rrE（常異ヤイラドーアエ ①　

時に押してください。（エアードライヤ異常が発生していない場合は、３秒以上押しつづけてください。）
ンラ示表ドーモ御制転運ヤイラドーアエ、りなとみの示表力圧がイレプスィデルタジデの示表互交のrrEと力圧 ②　 プ

が消灯、ドライヤ異常ランプが点灯したままとなり、圧縮機単独運転が可能となります。（元電源開閉器を切って
も設定は保持されます。）

●解除手順
ヤイラドーアエ、灯消がプンラ常異ヤイラド、とるけづつし押間秒３約をチッイス択選転運ヤイラドーアエ ①　 運

転制御モードランプが点灯し、通常の運転制御に戻ります。

[ 設定 ]

[ 解除 ]

 注意
１．圧縮機単独運転は、エアードライヤ異常が発生した場合などの緊急時のみ行ってください。

。いさだくてっ行を理修、検点、し絡連に明治指定サービス店のり寄最、はたま先入購、で点時たっ行を転運独単機縮圧 ．２
３．圧縮機単独運転の場合はドライヤ異常ランプは点灯したままになります。
４．圧縮機単独運転の場合はドライエアーの供給はできませんので注意してください。
５．圧縮機単独運転は解除の操作を行うまで通常の運転制御に戻りませんので注意してください。

機縮圧りよに作操チッイスの上ルネパ作操、がすまし止停も転運の機縮圧は合場たし生発が常異ヤイラドーアエ の単独
運転ができます。

圧縮機単独運転について



名　称 用　途 仕　様

① 減圧弁 一定の圧力がほしい場合

1 次圧　0.29 ～ 1.47MPa
2 次圧　0.1 ～ 0.78MPa

1 次圧　0.29 ～ 1.96MPa
2 次圧　0.1 ～ 1.47MPa

② エアートランスホーマ ドレンを除去し一定圧力がほしい場合 1 次圧　1.47MPa
2 次圧　0.1 ～ 0.78MPa

③ エアーコントロールセット ドレン・オイルミストを除去し清潔なオ
イルを含ませたい場合

1 次圧　0.98MPa
2 次圧　0.69MPa

④ 冷凍式エアードライヤ

圧縮空気中のドレンを除去したい場合

冷凍式のため電源が必要となります
最高圧力 0.97MPa

⑤ アフタークーラ
水冷式 冷却水が必要となります

最高圧力 0.97MPa
空冷式 最高圧力 0.97MPa

⑥ オートドレントラップ ドレンの自動排出

⑦ 立型タンク 空気タンク容積を増したい 39,  95, 160, 230L 等
（95L以上はボイラーおよび圧力容器安全規則が適用されます。）

⑧ エアーフィルタ 圧縮空気中の細かい固形物（0.3μm）を
除去したい場合

⑨ ベビコンローラ 2 台以上の圧縮機を制御運転したい ４台まで制御可能です。
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周辺機器・オプションの有効活用
パッケージオイルフリーコンプレッサから得られた圧縮空気をより上手にご利用いただくために、周辺機器として次の

その他周辺機器も準備してあります。詳細は購入先または最寄りの明治指定サービス店ヘご相談ください。

いずれか 1点使用

 

 

①減圧弁

▼電子式パッケージオイルフリーコンプレッサ

　オートドレントラップ

⑤アフタークーラ

④冷凍式
　エアードライヤ

空冷式

水冷式

⑥電子式オートドレントラップ

⑦立型タンク

⑦立型タンク

▼エアードライヤ内蔵型・搭載型

　電子式パッケージオイルフリーコンプレッサ

⑥電子式

⑨ベビコンローラ

③ エアーコントロー
ルセット

スンラトーアエ ②
ホーマ

⑧エアーフィルタ

⑧エアーフィルタ
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周辺機器・オプションの有効活用（続き）

●防じんフィルタについて

パッケージオイルフリーコンプレッサを粉じんの
多い環境でご使用の場合には、防じんフィル
タをご利用ください。

サービス店にお問い合わせください。

防じんフィルタ

例：DPFM-75B



項目　　　　　　　　　　　　 　　  型式
APFM-55B　5
APFM-55B　6

APFM-55B　5
APFM-55B　6

APFM-75B　5
APFM-75B　6

APFM-75B　5
APFM-75B　6

APFM-110B　5
APFM-110B　6

APFM-110B　5
APFM-110B　6

制御方式 電子式［ECOMODE 方式／ PUSC 方式切替可能］
モータ出力 115.75.5Wk
最高圧力 MPa 0.93 0.85
制御圧力ON－ OFF 58.0～07.039.0～87.0aPM
周囲温度 ℃ ０～ 40
シリンダ径（㎜）×行程（㎜）×数 3×58×501φ2×58×501φ3×27×28φ  
回転速度 min-1 009519068
吐出し空気量 082,1578506nim/L
電源電圧（50/60Hz） V 三相200／200・220
始動方式 － 直入（起動負荷軽減制御付き）
空気出口 ）21φ径内スーホムゴ（１×弁 空気2/1cR－
内蔵空気タンク容積 L 32
外形寸法（幅×奥行き×高さ） 004,1×549×050,1032,1×508×058mm
質量 204882172gk
騒音（正面 1.5m） 269585]A[Bd

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　  型式
DPFM-55B　5
DPFM-55B　6

DPFM-75B　5
DPFM-75B　6

DPFM-110B　5
DPFM-110B　6

構成機器
パッケージ

オイルフリーコンプレッサ

エアードライヤ DRC-110FMBDRC-55FMB
制御方式 電子式［ECOMODE 方式／ PUSC 方式切替可能］
最高圧力 MPa 0.93 0.85
制御圧力ON－ OFF 58.0～07.039.0～87.0aPM
周囲温度 ℃ 5～ 40
出口空気の露点温度 )時℃03度温囲周(下以℃51下力圧℃  
吐出し空気量 082,1578506nim/L
電源電圧（50/60Hz） V 三相200／200・220

エ
ア

ド
ラ
イ
ヤ

電源電圧（50/60Hz） V 単相200／200・220
冷凍機公称出力 004W 300
消費電力（50/60Hz） 055・025／044023・013／092W
電流（50/60Hz） 6.2・7.2／3.26.1・6.1／7.1A
冷媒・冷媒封入量 003・c704 - R052・a431-Rg
オートドレントラップ － 電磁弁式

空気出口 ）21φ径内スーホムゴ（１×空気弁 2/1cR－
内蔵空気タンク容積 L 32
外形寸法（幅×奥行き×高さ） 004,1×549×203,1044,1×508×058mm
質量 954423603gk
騒音（正面 1.5m） 269585]A[Bd
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仕様表
●パッケージオイルフリーコンプレッサ

●エアードライヤ内蔵・搭載型パッケージオイルフリーコンプレッサ



型式銘板

31

アフターサービス

部品がご入り用のときは
修理を依頼されるときおよび部品がご入り用のとき
は銘板の型式（右図参照）をご確認の上、最寄りの
当社特約店、販売店または指定サービス店へお問い
合わせください。
部品をご注文の際、各部品の展開図および部品表を
ご参照ください。
なお修理用に使う部品は明治純正部品をご使用くだ
さい。

保証について

お問い合わせは
アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、購入先、または別紙記載の最寄りの明治指定
サービス店にお問い合わせください。

点検年月日 整備完了
年月日

次の点検整備
予定年月日

点検の結果および整備の概要 作業の
実施者ピストンリング  ガイドリング 軸受け 空気タンク その他

点検整備記録表

本機は、本取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で納入後一年以内もしくは運転時間 3,000 時間のいずれか早い期
間に故障または不具合が生じた場合は、無償にて修理いたします。ただし次のような場合には保証の対象外であり、有償
修理扱いとさせていただきます。
また、本製品の故障または不具合に伴う生産補償・営業補償・復旧費用などの二次補償に対する保証、および本製品の故
障または不具合に伴い発生した物的損害、人的損害を含む二次的損害に対する保証は致しません。なお、本保証は日本国
内で使用される場合に限り適用されます。

１．定格を超える圧力で使用された場合。
用使で）どな所い多のんじ粉・度温常異・圧電常異（下境環酷過るえ超を件条の様仕たれさ載記に書明説扱取 ．２ された場合。

３．製品を無断で分解・改造された場合。
４．本取扱説明書・製品本体に貼られた注意銘板に記載した注意事項および点検・整備を順守されなかった場合。
５．火災・地震および水害などの天災地変に起因する故障または不具合。
６．消耗品・付属品などの交換をおこたったことに起因する故障または不具合。
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